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2 システム構成

2.1 システム全体構成

図 1　システム全体構成図

2.2 システムを構成する主たるソフトウェア機能（要素）
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図 2　機能ユニット構成図
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＊ハードウェアとソフトウェアを含むシステム全体構成をブロック図などで整理し、ソフトウェアの位置づけを明確にする（ソフトウェア要求仕様書から引用）





＊ソフトウェアを構成する機能ユニットをブロック図などで整理し、ソフトウェアの全体構成を明確にする





＊機能ユニットごとに詳細設計が可能なレベルまで詳細化する





＊メモリー構成、種類、サイズ、ソフトウェア領域の構成等を明確にする





＊ハードウェアの特性を考慮しながら、ソフトウェアとして実現しなければならない性能を定量的に見積もるとともに、その実現方法を整理する





＊シーケンス図や状態遷移表を使って、システムの振る舞いのなかで、ソフトウェアが担う動作を明確にする





＊各機能ユニット間の制御、データを明確にする。
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